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名 称：竹原市歴史的風致維持向上計画 

主 体：竹原市 

期 間：平成２４年度～令和４年度 

 

は  じ  め  に 

 

0-1 計画策定の背景 

江戸時代に日本有数の塩の産地として名をはせた竹原。塩田経営を基盤とし、質見

世（金融業）、酒造業、廻船業などの多角経営に成功した富裕層は、吉井家住宅に代表

されるように本瓦葺・漆喰塗籠で、多様な形式が見られる格子など意匠に優れた大規

模な屋敷や、西方寺や照蓮寺などの神社仏閣に財を投資し、重厚な町並みを形成して

いった。 

この町並みは、東側の寺山と南側の鎮海山の山並みと一体となり、美しい歴史ある

景観を作りだしている。この町並みが昭和５７年(1982)１２月に重要伝統的建造物群

保存地区の選定を受けた。先人が築いた歴史風情を醸し出す町並みは、今日まで人々

の生活の場として大切に保存され、訪れた人を癒す場にとなるとともに、竹原の貴重

な歴史・文化を語る重要な場所となっている。 

しかし、歴史的建造物が大切に保存されてきている一方、少子高齢化の進行により、

空き家・空き地・倒壊の危険性のある建物が増加しているとともに、生活スタイルの

変化により、現代的な家屋や駐車場が増え、連続性のある町並みの維持、歴史的景観

の保全が困難になってきている。 

この先人たちが守り続けた貴重な文化財や景観を維持・向上させ、歴史風情を後世

に継承していくためには、今まで以上に住民・行政が文化財の保護について方向性を

共有し、協力しながら取り組むことが必要である。 

 

 

0-2 計画策定の意義 

平成２０年(2008)に施行された「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する

法律」（平成２０年法律第４０号。以下「歴史まちづくり法」という。）の趣旨は、平

成２１年(2009)に策定した本市の第５次総合計画のめざす将来像「住み良さ実感 瀬

戸内交流文化都市 たけはら」の実現に向けた基本目標である「守り 活かす 歴史

文化のまちづくり」の方向性と合致する。 

そのため、この方向性に沿った具体的な取組と事業を本計画で推進することにより、

めざす将来像「住みよさ実感 瀬戸内交流文化都市 たけはら」をより効果的に実現

していく。 

 

 

0-3 計画策定の体制及び経過 

（１）計画策定の体制 

本計画の策定に当たっては、当初、建設産業部産業文化課観光文化室及び建設産業
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部都市整備課を事務局として取り組んできた。平成２２年(2010)４月、文化財保護の

体制を強化するとともに、文化関連の公民館・図書館・美術館などを集約し、文化行

政を総合的に推進するため、まちづくり推進課内に文化生涯学習室を創設し、計画の

策定を進めてきた。 

さらに、計画策定体制及び庁内連携の強化を図るため、関係各課の係長及び担当者

で組織する「竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議プロジェクトチーム」を立ち上

げ、計画素案の提案を行い、副市長を会長、教育長を副会長、各部長、関係各課長で

構成する「竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議」において協議調整し、計画案を

策定した。 

また、計画策定体制の強化を図るため、｢竹原市歴史的風致維持向上計画策定協議会｣

を設置し、協議をしてきたところであるが、平成２４年(2012)２月、構成員の見直し

を行い、歴史まちづくり法第１１条第１項に基づく「竹原市歴史的風致維持向上計画

協議会」を新たに設置した。 

計画案を基に「竹原市歴史的風致維持向上計画協議会」で協議を行い、パブリック・

コメントによる市民意見の聴取を経て策定した。 

平成２４年(2012)３月２９日 第１回竹原市歴史的風致維持向上計画協議会（竹原市庁舎 ３階 第２委員会室） 
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竹原市歴史的風致維持向上計画策定協議会 委員（H21.1.6～H22.3.31） 

 名  前 所  属 備  考 

１ 友久 秀紀 竹原市副市長 竹原市 

２ 山内  攻 竹原市文化財保護委員会委員長 
学識経験者 

３ 竹鶴 壽夫 竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会会長 

４ 賴 直二郎 重要文化財 春風館賴家住宅 所有者 重要文化財所有者 

５ 岡田 文夫 竹原地区自治会連合会会長 

その他（地元市民団体） ６ 三藤 芳輝 竹原町並保存会事務局長 

７ 佐渡  泰 ＮＰＯ法人ネットワーク竹原理事長 

８ 栗栖  繁 広島県都市局都市技術総括監 広島県 

９ 向田 裕始 広島県教育委員会事務局生涯学習部文化課長 広島県教育委員会 

 松井 康治 国土交通省中国地方整備局建政部都市・住宅整備課長 オブザーバー 

 

事務局 竹原市建設産業部   

都市整備課（都市計画、景観所管課） 

産業文化課観光文化室（文化財保護所管課） 

 

竹原市歴史的風致維持向上計画協議会 委員（R3.8.1現在） 

 名  前 所  属 備  考 

１ 新谷 昭夫 竹原市副市長 竹原市 

２ 高田 英弘 竹原市教育委員会教育長 竹原市教育委員会 

３ 藤田 盟児 

奈良女子大学生活環境部教授 

竹原市文化財保護委員会委員 

竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

学識経験者 

４ 柴田  久 福岡大学工学部教授 

５ 橋本 清勇 
広島国際大学看護学部准教授 

竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

６ 上村 信行 
広島大学財務・総務室助教 

竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員 

７ 棚橋 久美子 広島国際学院大学学術研究員 

８ 髙野 信行 前竹原市文化財保護委員会委員長 

９ 三藤 芳輝 
竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会会長 

竹原町並保存会会長 

10 鴨宮 弘宜 竹原地区自治会連合会会長 
まちづくり団体 

11 梅谷 承孝 竹原町並保存会副会長 

12 廣中 伸孝 広島県土木建築局都市計画課長 広島県 

13 白井 比佐雄 広島県教育委員会事務局管理部文化財課長 広島県教育委員会 

 吉田 純土 国土交通省中国地方整備局建政部都市調整官 オブザーバー 

事務局 竹原市教育委員会文化生涯学習課 
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計画策定のフローチャート 

 

 

・竹原市 

・竹原市教育委員会 

・学識経験者 

・広島県 

・広島県教育委員会 

・地元自治会 

・地域活動団体 

・まちづくり活動団体 

 

（オブザーバー） 

国土交通省中国地方整備局 

竹原市歴史的風致維持向上計画協議会 

竹原市長 

竹原市歴史的風致維持向上計画 

○庁内合意の形成 

 

 

会 長  副市長 

副会長  教育委員会教育長 

構成員  総務部長 市民生活部長 建設産業部長 

     企画政策課長 財政課長 

     まちづくり推進課長 産業振興課長 

     観光交流室長 建設課長 都市整備課長 

     下水道課長 教育委員会教育振興課長 

     水道課長 

事務局  文化生涯学習室 

 

 

 

○計画素案の検討・提案・調整 

 

 

 

座 長  文化生涯学習室長 

構成員  関係各課の係長及び担当者 

事務局  文化生涯学習室 

市民 

竹原市庁内組織 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣 

竹原市文化財保護委員会 

竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会 

説
明 

意
見 

公表・意見 

協議 

報
告 

申
請 

認
定 

竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議 

竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議 

プロジェクトチーム 
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（２）庁内の連携体制 

竹原市においては、まちづくり行政と文化財保護行政の円滑な連携を図るため、平

成１８年度から文化財保護に関する事務について、市長部局が教育委員会の事務を補

助執行しており、文化財の保護に関し根幹を成す次の事項については、教育委員会に

おいて事務を処理することにより、文化財保護行政の独立性を担保している。 

 

  ① 竹原市指定文化財の指定及びその保持者又は保持団体の認定 

  ② 竹原市指定文化財の指定の解除及びその保持者又は保持団体の認定の解除 

  ③ ①又は②に関する竹原市文化財保護委員会への諮問 

  ④ 補助執行させる事務に係る教育委員会規則等の制定又は改廃に関する事務 

  ⑤ 補助執行させる事務に係る法令又は条例等に基づく教育委員会の所管に属する

各種委員会等の委嘱又は任命に関する事務 

  ⑥ 竹原市歴史民俗資料館設置及び管理条例（昭和５５年(1980)竹原市条例第２２

号）及び竹原市伝統的建造物設置及び管理条例（平成１６年(2004)竹原市条例

第２号）に定める竹原市歴史民俗資料館及び竹原市伝統的建造物の管理運営に

関する事務のうち、教育委員会が特に重要と認められるものについては、これ

を教育委員会に諮らなければならないこととする。 

  ⑦ 文化財保護に関する予算の調製について、教育委員会に諮らなければならない

こととする。 

 

また、前述のとおり、関係各課の係長及び担当者で組織する「竹原市歴史的風致維

持向上計画推進会議プロジェクトチーム」、さらには、副市長と教育長をトップに、

各部長、関係各課長で構成する「竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議」において

庁内の連携を図り、策定を進めた。 

 

（３）計画策定の経過 

■平成２１年(2009) ２月１６日（月） 

 第１回 竹原市歴史的風致維持向上計画策定協議会 

■平成２２年(2010) ９月２８日（火） 庁内会議 

■平成２２年(2010)１０月２０日（水） 庁内会議 

■平成２３年(2011) ７月２１日（木） 

第１回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２３年(2011) ８月１０日（水） 

   第２回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２３年(2011)１０月２５日（火） 

   第３回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２３年(2011)１１月１１日（金） 

第４回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２３年(2011)１２月１９日（月） 
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第５回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２３年(2011)１２月２７日（火） 

第１回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議 

■平成２４年(2012) １月２３日（月） 

第６回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２４年(2012) １月２７日（金） 庁内会議 

■平成２４年(2012) ３月 ９日（金） 

第７回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進プロジェクトチーム会議 

■平成２４年(2012) ３月１９日（月）～ ４月 ２日（月）パブリック・コメント 

■平成２４年(2012) ３月２１日（水） 竹原市伝統的建造物群保存地区保存審議会 

■平成２４年(2012) ３月２２日（木） 竹原市文化財保護委員会 

■平成２４年(2012) ３月２７日（火） 

第２回 竹原市歴史的風致維持向上計画推進会議 

■平成２４年(2012) ３月２９日（木） 

第１回 竹原市歴史的風致維持向上計画協議会（法定協議会） 

■平成２４年(2012) ４月１３日（金） 

文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣への申請 

■平成２４年(2012) ６月 ６日（水） 竹原市歴史的風致維持向上計画が認定 

  ■平成２４年(2012) ９月１９日（水） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

■平成２６年(2014) ３月２６日（水） 

竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

  ■平成２７年(2015) ３月３１日（火） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

  ■平成２９年(2017) ３月 ７日（火） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

■平成３０年(2018) ３月１４日（水） 

   文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣への変更申請 

  ■平成３０年(2018) ３月２９日（木） 竹原市歴史的風致維持向上計画が変更認定 

  ■平成３１年(2019) ３月 １日（金） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

  ■令和 ２年(2020) ３月 ４日（水） 

   文部科学大臣・農林水産大臣・国土交通大臣への変更申請 

  ■令和 ２年(2020) ３月２４日（火） 竹原市歴史的風致維持向上計画が変更認定 

  ■令和 ３年(2021) ３月 ３日（水） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

  ■令和 ４年(2022) ３月 ２日（水） 

   竹原市歴史的風致維持向上計画の計画変更の届出 

平成 24年(2012)6月 6日認定式 


